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水

　水は、ネスレの事業とバリューチェーンにとってとても重要なものです。世界の取水量は2030年
までに供給量を40%上回ると予想されています。ネスレは安全で清潔な水と公衆衛生を利用する
権利を尊重するため、水を効率的に利用し、水や原材料の調達元であり、私たちの工場所在地でも
ある集水地域における責任あるウォーター・スチュワードシップを推進する努力をしています。
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事業全体における水の利用効率と
サステナビリティの向上に取り組む

　水は、ネスレの事業に不可欠なものです。原材料
の洗浄や加工、設備の冷却、洗浄設備、衛生管理、
ボトル入り飲料水事業に使われます。43カ国の7億
人の人々が水不足に苦しんでいる現状において、
ネスレは節水プロジェクトや取水量ゼロ技術といっ
たイノベーションの導入を通じて、事業全体での水
の削減、再利用とリサイクルを継続しています。

私たちの目標

 2015年までに、全製品カテゴリーで製品1トン
あたりの直接取水量を2005年と比較して全体
で40%削減すること。

 2015年までに、水と公衆衛生デューデリジェン
スに対する人権についての詳細なガイドライン
を策定し、実施すること。

 2016年までに、ウォーター・スチュワードシップ
の取り組みを定義し、優先順位の高い５地域で
実施すること。

 2016年までに、優先順位の高い製造施設の
100%で節水プロジェクトを実施すること。

 2016年までに、選定された製造施設とすべて
の新規工場建設地域において、ウォーター・リ
ソース・レビューを新たに45件実施すること。

 2020年までに、全製品カテゴリーで製品1トン
あたりの直接取水量を2010年と比較して全体
で35%削減すること。

 2020年までに、水と公衆衛生デューデリジェン
スに対する人権についての詳細なガイドライン
を、ネスレのすべての市場で実施すること。

私たちの進捗状況

製品1トンあたりの直接取水量削減率の
2005年比較（%）

2013

–33%

2014

–37%

2015

–41%

　　　

　2015年、全製品カテゴリーで製品1トンあたり
の直接取水量を削減しました。ネスレ工場の製品
1トンあたりの取水量が10年前と比較して41.2%
減となったことで2015年の目標を達成し、2020
年に向けて新たな目標を定めました。また、2015
年にはネスレ事業において770万m3の水をリサイ
クルまたは再利用しました。最新のリストでは、水
ストレスが深刻となっている、あるいはネスレの
年間取水量のかなりの部分を占めている地域にあ
る優先度の高い28工場を特定しています。

　私たちの思いは、これらの施設において節水を
実施することです。2015年末までに、上記のうち
16カ所（57%）の施設でプロジェクトを実施しま
した。

　ネスレのコミットメントの好例は、メキシコの
ハリスコ州にある乳業工場で導入した取水量ゼロ
技術です。このシステムは、地下水を取水する代わ
りにミルクから出る水蒸気を再利用するもので、
1日に約160万リットルの水を節約できます。
2015年のグローバル・ウォーター・アワードでは
この技術が評価され、ネスレが企業ウォーター・
スチュワードシップ・アワードを受賞しました。米国

（ケーススタディ参照）、南アフリカ、インド、パキス
タンと中国にある他の乳業工場にも、この技術が
導入される予定です。

　特に地域の生態系への潜在的な影響と、地域コ
ミュニティの水と公衆衛生を得る権利の観点から、
ネスレの各施設の評価を行い、地域の水資源の責任
ある持続可能な利用を確保できるようにするため、
2015年に15件のウォーター・リソース・レビューを
実施しました。これにより、2006年にこのプロセス
を導入して以来、実施総数は148件となりました。

　CEOウォーターマンデートのガイドをもとに、
『水と公衆衛生に対する人権尊重のためのネスレ
のガイドライン』の策定を完了しました。このガイド
ラインの導入と実施については来年報告する予定
です。

カリフォルニアで展開中の
ウォーター・スチュワードシップ

　水は貴重な資源であり、水を
慎重に管理することはネスレ
事業の重要な柱の1本です。
ネスレの包括的なウォーター・
スチュワードシップ・プログラ
ムには、地下水利用を避ける
ための取水量ゼロ技術、水利
用を減らす工程、排水の処理と
リサイクル、AWS国際ウォー
ター・スチュワードシップ基準
の実施、各国政府、国連機関と
その他ステークホルダーとの
共同活動という5つの主な要
素があります。

  達成済

  進行中

  未達成

  新たな目標
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　ネスレは、事業活動から出る排水を責任を持っ
て処理し、排水を環境に戻すための厳格な水質目
標を守ります。可能な限り既存の公共排水処理施
設を利用しますが、そのような施設がない場合や
ネスレの基準に適合しない場合は、自社の処理施
設を稼動します。

私たちの目標

 2016年までに、全工場で水質と排水に関して
新たな『ネスレ環境要求事項』を履行すること。

私たちの進捗状況

　事業全体で法令順守以上の水準を確保するた
め、すべての工場で適用した、水質と廃水の排出
に関する『ネスレ環境要求事項』を強化しました。
2015年には、効率向上、水保全対策、処理施設の
新設および改修、排水処理設備の水質要件の強化
にかかる支出として、1,940万スイスフランを承認
しました。これにより、ネスレ工場における節水プロ
ジェクトへの過去10年間の投資総額がほぼ4億
スイスフランに達したことになります。

1,940 万スイスフラン
2015年に効率向上、水保全、水
処理施設に1,940万スイスフラン
を投資

　水質と排水を月に1回モニターしており、ウォー
ター・エフルエント・ダッシュホード（水・排水計）を
利用して、長期的傾向の分析と改善機会の特定に
役立てています。

　2005年以降、製品1トンあたりの排水量は56%
減少しました。2015年には、製品1トンあたり排出量
は8.2%減少、排水の水質は2.3%向上し、1リットル
あたりの化学的酸素要求量（COD）は70mgとなり
ました。

　2015年、ネスレは水管理と水リスク軽減へのベ
ストプラクティスアプローチが認められ、リーダー
シップレベルにあたるCDPスコアAの評価を受け
ました。

適切に排水を処理する

　増え続ける世界の人々に十分な飲料水と食料生
産用水を供給することは、共同行動を必要とする世
界規模の課題です。したがって、ウォーター・スチュ
ワードシップの問題にステークホルダーの関心が
高まっている状況を、ネスレは好意的に受け止めて
います。各国政府は、清潔で安全な水と公衆衛生へ
の普遍的アクセスを可能にする政策を実施しなけ
ればならないと私たちは考えています。ネスレは、
官民および市民組織と連携しながら独自の役割を
果たすことで、世界各地の注目度の高い水のイニ
シアチブを主導しています。

私たちの目標

 2016年までに、2030ウォーターリソース
グループ官民パートナーシップ構築に引き続き
取り組み、年間2カ国を追加、グッドプラクティス
についてのグローバルカタログを制作し、公表
すること。 

 2016年までに、CEOウォーターマンデートの
『水と公衆衛生に対する人権の尊重に関する
企業のガイド』の発行を支援し、特定市場で水の
デューデリジェンスについて本ガイドを試験的
に実施すること。

 2016年までに、持続可能な開発のための世界
経済人会議（WBCSD）を支援し、WASH宣言
への加盟企業50社を達成すること。

 2016年までに、アライアンス・フォー・ウォーター・ 
スチュワードシップ（AWS）による国際ウォーター・
スチュワードシップ基準の導入プロセスを開始、
5カ所以上の拠点で実施すること。

 2016年までに持続可能な農業イニシアチブ
プラットフォーム（SAI プラットフォーム）と「持続
可能なフードラボ（SFL）」と協力し、水のリスク
アセスメントと軽減に関する共同イニシアチブ
を、原材料農産物調達地域の最低1カ所以上で
実施すること。

効果的な水の利用方針と
ウォーター・スチュワードシップを
推進する

私たちの進捗状況

　ネスレは現在、2030年までに水ストレスの高い
地域の水需給問題に対処することを目指す官民、
市民社会の協力体制である2030ウォーターリ
ソースグループの議長を務めています。南アフリ
カ、カルナタカ（インド）、モンゴルでは以前から取
り組みが続けられており、ケニア、インド、バングラ
デシュでのプロジェクトは2015年に開始されまし
た。今後数年にわたり、毎年1～2カ国を追加してい
く計画です。

　国連グローバル・コンパクト（UNGC）のCEO
ウォーターマンデートを提唱した企業の1社とし
て、ネスレは政策関与と水に対する人権について
の優先事項に積極的に参加しており、2015年8月
にストックホルムで開催された同マンデートの第
15回ワーキング会議に出席しました。また、『水と
公衆衛生に対する人権の尊重に関する企業ガイド』
の公表と発行に貢献し、このガイドが今年完成した

『水と公衆衛生に対する人権尊重のためのネス
レのガイドライン』の基礎となっています。

　ネスレは自社の事業内外においてWBCSD宣言
を支持し、全社員のため安全な水、公衆衛生と衛生
状態（WASH）へのアクセスを推進しています。現
在までに、加盟企業38社がWASH宣言を採択し、
220万人の従業員に水と公衆衛生へのアクセスを
確保しています。

　ネスレの主要拠点におけるウォーター・スチュ
ワードシップを強化するため、AWS国際ウォーター・
スチュワードシップ基準に関する社内ガイドを作成
し、パキスタンのシェクプーラ工場でこの基準の原
則を使用しました。2016年には米国カリフォルニ
ア州を含め、より広い範囲で実施しています。

　SFLとSAIプラットフォームにより、食品企業が
水リスクの評価と軽減のための戦略を共有できる、
水のリスクアセスメントと軽減に関する共同プロジ
ェクトが開始されてからちょうど1年後、ネスレは最
初のマッピング段階に参加しました。2016年には、
SAIプラットフォームによる選定地域での軽減の取
り組みを支援する計画です。

水
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　水は、すべてのステークホルダーによる慎重な
管理が求められる共用資源です。しかし、世界の
取水量の70%を農業用水が占めていることから、
農業従事者による水の管理と保全を支援すること
は、大きな前向きの影響をもたらします。ネスレは
760,000の農業従事者と直接連携し、水利用、灌
漑や土壌水分の保持などに関する研修を施すとと
もに、ネスレの研究開発チームが耐乾性のカカオ
やコーヒーの木の選定と普及を支援しています。

70 %
世界の取水量に農業用水が占め
る割合

私たちの目標

 2015年までに、優先地域におけるコーヒー、砂
糖、米と穀物のサプライチェーン上流における
節水行動計画を策定し、実施すること。

 2020年までに、優先地域におけるコーヒー、砂
糖、乳製品と穀物のサプライチェーン上流で、
改善した水管理のために策定したすべての行動
計画を実施すること。

私たちの進捗状況

　2015年末までに、サプライチェーン上流におけ
る節水行動計画を策定、準備し実施するという目標
を達成しました。ネスレ持続可能な農業イニシアチ
ブ（SAIN）プログラムを通じて、ネスレ パキスタン
はファイサラバード農業大学と協力し、米の直播き
試験を行いました。その結果、水使用量が半減し、
汚染された井戸水のヒ素濃度が65%以上低減した
ことから、パンジャーブ地域一帯でさらに試験を行
う計画です。また、パナマの酪農家を対象に湧水を
採取する取り組みを支援した結果、乾季にも放牧
地に散水し、牛の搾乳ができるようになりました。

　優先地域のコーヒー、砂糖、乳製品と穀物のサプ
ライチェーンにおける水管理の改善を継続するた
め、2020年に向けて新たな目標を設定しました。
進捗については来年報告します。

サプライヤー、
特に農業従事者と協力する

より良い水管理を推進

　ロブスタ種コーヒーの世界最大の輸出国であるベトナムは、不安定な
降水量と長期化した干ばつ期、そして過剰灌漑により、水不足のリスクに
直面しています。ネスレではこれに対応するため、ベトナムのコーヒー
栽培者約2万人からなるネスレのファーマーコネクトのネットワークで、

「ネスカフェ」のより良い農業のための実践（NBFP）に含まれるベスト
プラクティスが実施できるよう支援しています。レインフォレスト・アライ
アンスとの協力で策定されたNBFPには、灌漑中の少ない水利用、水質保
全と廃水処理などが含まれ、農業従事者が4C規約（コーヒーコミュニティ
の共通規約）などの社会や環境のサステナビリティ基準の順守に向けて
前進しながら、収穫量を増やし品質を高めることに役立っています。今後
もより多くの農業従事者とともに、ベストプラクティスの普及を続けてい
きます。
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　清潔な飲料水と公衆衛生へのアクセスは人権の
1つですが、国連によれば、現在でも6億6,300万
人が改善された飲料水源を利用できず、24億人
が適切な公衆衛生を確保できていません。ネスレ
は専門家と協力しながら、水、公衆衛生と衛生状態

（WASH）に関するサービスの供給、安全な衛生
習慣の奨励、コミュニティの強化と個人の尊厳の保
護に取り組んでいます。また、プロジェクトWETプ
ログラムの支援と世界水の日にちなむ行事を通じ
て、水保全問題への意識向上にも努めています。 

私たちの目標

 2015年までに、ネスレの全社員が職場で適切
な水準の安全な水、公衆衛生と衛生状態を確保
できていること。

 2016年までに、ネスレの製造施設近隣とファー
マーコネクト地域で、地域コミュニティにおける
35万人が水と衛生プロジェクトの恩恵を享受
できること。

 2017年までに、ネスレ拠点の職場における安全
な水、公衆衛生と衛生状態に関して、WBCSD
のWASH宣言セルフアセスメントを世界規模で
実施した結果に基づくすべての是正措置計画
を実施すること。

私たちの進捗状況
　ネスレの全社員に職場におけるWASHサービス
へのアクセスを確保するため、WBCSDのセルフ
アセスメントツールを展開しました。2017年までに、
WASH宣言の条件に適合するために必要な是正
措置を取ります。

水、公衆衛生と衛生状態プロジェクトの
恩恵を得ている人の数
2015 440,000

2014 400,000

2013 300,000

　国際赤十字・赤新月社連盟（IFRC）との連携を通
じて、コートジボワールとガーナのカカオ栽培地域
においてWASH施設へのアクセスを改善するプロ
ジェクトを支援しています。2016年の目標を早々
に達成したため、来年、新たな目標を設定します。

水の保全意識を高め、
バリューチェーン全体での
水と公衆衛生へのアクセスを改善する

中米におけるWASH宣言の実施

　世界規模でのWASH宣言の実施の一環として、ネスレは2014年にカメ
ルーンのドゥアラにある「マギー」工場でWBCSDのセルフアセスメント
ツールを初めて使用しました。この実践は2015年も行われ、ネスレ中央アメ
リカがこのツールを使って、コスタリカ、エルサルバドル、グアテマラ、ホン
ジュラス、ニカラグアとパナマの各拠点、3,500人以上の社員について、
WASHサービスへのアクセス状況を評価しました。その結果、すべての工
場と一部の流通センターがWASH宣言を順守しており、一部の事例につ
いては改善計画が策定されました。さらに、職場外での水と公衆衛生への
アクセスについての評価結果を受け、グアテマラのアンティグア「マギー」
工場では、社員の自宅に安全な飲料水を確保するためのエコフィルターの
費用を負担しました。

水
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　環境サステナビリティとは、天然資源が制約され、生物多様性が減少し、気候変動によってこうし
た課題が悪化するおそれのある世界で、正しい選択をすることで未来を守ることです。また、消費
者に喜んでいただくこと、ネスレの環境責任と取り組みについて社員と外部ステークホルダーの
期待に応えることでもあります。

環境サステナビリティ
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アイスクリーム用チェストフリーザー

　現在、ネスレが新たに調達するアイスクリーム保管用の横型チェストフ
リーザーは、すべて自然冷媒を使用しています。この種の冷凍庫はエネル
ギー消費量が以前のモデルより50%少なく、より効率的に運用できます。
ネスレは安全な自然冷媒の広範囲での採用を支持しており、世界各地の
冷凍を担当するネスレの専門家が、主要な機器サプライヤーやその他の
機関と協力し、知識の共有と、さまざまな用途での各種冷媒の試験とモニ
タリングを行っています。

事業における
資源の利用効率を改善する

　より少ない資源でより多くの活動をし、廃棄物を
減らすため、ネスレは最も効率の良い技術と工程を
利用して、エネルギーと水の消費量をさらに最適化
しています。例えば、持続可能な方法で管理されて
いる再生可能なエネルギー源の利用、副産物から
の価値回収、温室効果ガス（GHG）排出量の最小化
などに取り組んでいます。2015年には、食品ロス
と廃棄を削減するためのネスレのコミットメントを
導入し、コンシューマーグッズフォーラムの食品廃
棄削減に対する決議の立案で主導的な役割を果た
しました。

私たちの目標

 2015年までに、各製品カテゴリーで製品1トン
あたりのエネルギー消費量を2005年と比較し
て25%削減すること。

 2015年までに、ネスレ工場の10%で廃棄物量
ゼロを達成すること。

 2020年までに、ネスレの施設で埋立廃棄物量
ゼロを達成すること。

　事業運営における取水量削減に関する目標につ
いては、27ページをご覧ください。

私たちの進捗状況

　2005年以降、製品1トンあたりのエネルギー消
費量を29%削減し、2015年の目標を上回りまし
た。この比率は1カテゴリーを除いて全製品カテゴ
リーで改善しました。これは、ネスレのペット用品事
業において、外部委託していた一部の製造工程を
最近社内化したことを含め、大きな変更があった
ことによります。ただし、ライフサイクル全体で評
価すれば、これらの変更は実質的な環境上の利益
をもたらしました。過去10年間でみれば、リサイク
ル、堆肥化、エネルギー回収により、工場から排出
される廃棄物量を62%削減しました。

　ネスレ工場の22%で廃棄物量ゼロを達成し、
2015年の目標を上回りました。現在は、2020年ま
でにネスレの施設における廃棄物量ゼロを達成す
る目標に向けて取り組んでいます。

　ダウ・ジョーンズ・サステナビリティ・インデック
ス・シリーズの「環境側面」においても、100点満点
で99点の評価を獲得し、業界をリードする立場を
保っています。

環境サステナビリティ

  達成済

  進行中

  未達成

  新たな目標
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気候変動リーダーシップを
提供する

私たちの進捗状況

　製品1トンあたりのGHG直接排出量を42.7%
削減し、2015年の目標を上回りました。この結果、
GHG排出量の絶対量は14%削減されました。今
後も引き続き、エネルギーを節約し、クリーン燃料
に切り替えて、持続可能な方法で管理された再生
可能エネルギーを利用しながら、効率と生産性を
改善していきます。

GHG直接排出量（製品1トンあたり kg CO2eq）

2015 68

2014 73

2013 78

　　　　

　ハイドロフルオロカーボン（HFC）などの高い地
球温暖化係数とオゾン層破壊係数を持つ合成冷媒
を段階的に廃止しており、1992年以降、ネスレは
業務用冷却システムの合成冷媒から自然冷媒への
入れ替えに2億8,900万スイスフランを投資しまし
た。また、新規の冷却システム33台の設置により、
自然冷媒の使用をさらに拡大しました。例えば、
すべての低温アプリケーションに自然冷媒を使用
するというネスレのグローバルコミットメントを推
進する取り組みとして、2015年に中国圏でネスレ
初となる二酸化炭素／アンモニアカスケード冷蔵
倉庫を落成しました。また、すべての新しい商業用
横型アイスクリーム用チェストフリーザーに自然冷
媒のみを使用するというコミットメントを拡大し、
世界中のすべての直立式フリーザーおよびアイ
ランド型フリーザーも対象とすることにしました。
2015年末の時点で、新しいアイスクリーム用チェ
ストフリーザー（ネスレの冷凍設備に関する支出総
額の70%を占める）のすべてに自然冷媒を使用し
ています。

　ネスレの気候変動への取り組みは、サステナビ
リティ格付機関CDPに認められ、同機関の年間業
種別ランキングで最高点の100 Aの評価を受けま
した。

　2020年までに、ネスレの製造業務における製品
1トンあたりGHG排出量を、2010年と比較して35%
削減するという新たな目標は、温暖化を2°C未満に抑
えるという科学的な要求事項と合致しています。この
目標は、2015年国際気候変動パリ会議（COP21）の
結果に従って、直接、間接のGHG排出量をさらに削
減し、再生可能電力の使用を増やすためのネスレの
取り組みを反映しています。新たな目標に向けての
進捗状況については、来年報告します。

　大気中の二酸化炭素濃度が産業革命以降最も
高くなっている現在、気候変動は世界の食料安全
保障にとって、そしてネスレ事業にとって脅威とな
っています。生産量が減少し、生産地域が変化する
中で、安全で質の高い原材料の長期的な供給に影
響が及ぶかもしれません。異常気象の影響で食品
の製造や流通が妨げられるかもしれません。このよ
うな理由から、ネスレは大気排出量の削減と気候
変動への適応をリスク管理プロセスに組み入れ、
包括的に対応しています。

私たちの目標

 2015年までに、製品1トンあたりの温室効果
ガス(GHG)直接排出量を2005年と比較して
35%削減し、GHG排出量の絶対量を削減する
こと。

 2015年までに、すべてのネスレの新しいアイス
クリーム用チェストフリーザーで、自然冷媒を使
用すること。

 2016年までに、すべてのネスレの新しいアイス
クリーム用チェストフリーザー、直立式フリー
ザー、アイランド型フリーザーで、自然冷媒を使
用すること。

 2016年までに、業務用冷却システムにおいて、
オゾン層を破壊せず、気候変動にほとんど影響
を与えない自然冷媒の使用を拡大すること。

 2017年までに、すべてのネスレの新しい冷凍
機能を備えたトラックで、自然冷媒を使用する
こと。

 2020年までに、ネスレ プロフェショナルが所
有するすべての新しい清涼飲料ディスペンサー
で、自然冷媒を使用すること。

 2020年までに、各製品カテゴリーで製品1トン
あたりのGHG排出量（スコープ1と2）を削減
し、製造業務全体で2010年と比較して35%削
減を達成すること。

 2020年までに、流通業務における製品1トンあ
たりのGHG排出量を2014年と比較して10%
削減すること。

 2020年までに、主要な倉庫100カ所における
製品1トンあたりのGHG排出量を2014年と比
較して10%削減すること。

　私たちは、気候変動がもたらす課題を十分に認
識し、ネスレの持続可能な発展を確実にするため、
バリューチェーン全体の環境パフォーマンスをさら
に改善するよう努力しています。そうした取り組み
の一環として、気候政策に関する対話を推進する
複数機関によるさまざまなイニシアチブを主導し、
積極的に参加しています。

私たちの目標

 2016年までに、気候変動情報開示基準審議会
（CDSB）が立案した気候変動報告フレーム
ワークを用いて、ネスレのアニュアルレポート
一式に気候変動に関する情報を記載すること。

 2016年までに、CDP、国連グローバル・コンパ
クト、セリーズ、気候グループ、世界自然保護基
金（WWF）、世界資源研究所（WRI）が作成した

『 気候変動対策における責任ある企業エン
ゲージメントのためのガイド』を履行すること。

私たちの進捗状況

　今年、ネスレはCDSBのテクニカルワーキング
グループに加入し、CDSBの気候変動報告フレーム
ワークの要件に従って、主要な財務報告書類の中
で気候変動に関する情報を報告しました。

　Nestlé in societyでの報告が、気候変動対策
における責任ある企業エンゲージメントに対する
ネスレのコミットメントとどの程度合致しているか、
ギャップ分析を実施しました。そして、企業がいか
にして建設的に公共政策に影響を与えられるかを
提示している、この問題に関する国連グローバル・
コンパクト主導のガイドラインに沿った取り組みを
決定しました。

　ネスレの取り組みは、科学的根拠に基づくGHG
削減目標、再生可能な電力、森林破壊、気候変動に
関する報告、気候変動対策への関与、炭素価格設
定というCDPの6つの気候変動問題への取り組み
を支持するネスレの立場に沿ったものです。これ
らの取り組みと、世界経済フォーラムのCEO気候
リーダーズ・アライアンスを通じ、COP21で達成さ
れた世界的合意に貢献していきます。

気候政策における透明性と
積極的な長期的取り組みを
推進する
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　ネスレ製品に関する有意義で正確な環境情報を
提供することで、ネスレ製品を使用する何百万人
もの人々の環境意識を高める手助けができると私
たちは信じています。パッケージからデジタルチャ
ネルまで、消費者とのさまざまな接点を利用して、
環境サステナビリティについて説明し、信頼を構築
し、消費者がインフォームドチョイス（正しい情報を
知った上で賢く選ぶこと）をできるように援助して
います。また、業界団体や各国政府、主要な協議機
関と協力し、コミュニケーションに関するベストプラ
クティスと基準の策定を支援しています。 

私たちの目標

 2016年までに、あらゆる国の消費者が、事実に
基づく環境情報を入手し、インフォームドチョイ
スによって自らが環境に与える影響を改善でき
るようにすること。

私たちの進捗状況
　ネスレは、さまざまな接点を利用して、環境サス
テナビリティという複雑なテーマを非専門家の
方々に説明しています。その一環として、科学に基
づく情報を119カ国の消費者が入手できるように
しています。

　スマートフォンなどのモバイル技術を利用して
「ラベル表示以上」の情報を提供することによっ
て、環境問題に対する消費者の関心と意識の高ま
りに応えています。このため、製品パッケージに
付加的なオンラインコンテンツにアクセスできる
QRコードを表示しています。

　ウェブのツールNESECA（環境と社会に関する
対外コミュニケーションの承認のためのネスレの
ソリューション）を引き続き利用しており、2015年
にはイギリス、ドイツ、チリ、フランス、米国、スペ
イン、オーストラリア、インドで対外的な環境と社会
に関するコミュニケーションの正確性を確保する
一助となりました。

有意義で正確な環境情報を
提供し対話する

　環境サステナビリティをネスレ製品に組み込む
ため、新製品や改良製品の開発の最初期段階で、
ライフサイクルアセスメント（LCA）を用いてバリュー
チェーン全体にわたる製品の環境パフォーマンス
を体系的に評価し、最適化しています。製品カテゴ
リー別の重点課題と、バリューチェーンに沿った課
題への対応策をまとめたネスレのカテゴリーサス
テナビリティプロファイルに、LCAの評価結果を組
み入れています。

私たちの目標

 2017年までに、15製品カテゴリーにおける
サステナビリティ重点課題を特定または更新
し、対応すること。

 2017年までに、エコデックスで使用される原材
料農産物に関するデータベースの範囲をさらに
拡大すること。

私たちの進捗状況

　すべての製品カテゴリーでLCAを完了し、15カテ
ゴリーのネスレ カテゴリープロファイルを策定
し、文書化しました。また、対象となるすべての研
究開発拠点にネスレのエコデザインツール（エコ
デックス）を導入し、スイス、イギリスなどの市場で
試験運用しました。EUの環境フットプリントのパイ
ロットイニシアチブを積極的に支援しており、運営
委員会、およびボトル入りの水、コーヒーとペット
フードの3分野のパイロットプロジェクトに参加し
ています。 

エコデザインツールで評価したプロジェクト数

2015 6,174

2014 5,740

2013 5,200

　ネスレは、外部機関と協力して信頼できる情報を
収集し、ネスレにも他のLCA利用者にも有益な
データベースを開発しています。新たに立ち上げ
られた世界食品LCAデータベースに協賛している
ほか、原材料農産物に関するデータの範囲を拡大
しています。2015年には、750件のデータセット
がエコデックスに追加されました。

製品が環境に与える影響を
評価し最適化する

ネスレ製品パッケージの
環境パフォーマンスを改善する

　製品パッケージは、食品の劣化を防ぎ、ネスレの
品質基準を保証し、消費者に情報を提供する上で
極めて重要です。ネスレはパッケージの重量と体
積を最適化することを目指しています。エコデック
スなどのエコデザインツールを用いて、製品のラ
イフサイクル全体を通じたパッケージの総合的な
環境パフォーマンスを評価しています。

私たちの目標

 2 0 1 5 年から2 0 1 7 年までに、少 なくとも
100,000トンの包装資材を使用しないよう、
パッケージポートフォリオの体系的な分析、最適
化を継続すること。

私たちの進捗状況

　エコデザインツールとクラス最高水準の資材と
技術を用いることで、これまでに大幅な効率化を実
現しており、1年ごとにさらに進歩させることは、ま
すます難しくなっています。2015年には、9,540万
スイスフランのコスト削減に相当する58,284トン
の包装資材の使用を削減しました。過去5年間では
442,946二酸化炭素換算トンを削減しており、こ
れは自家用車に換算すると年間95,876台の削減
に相当します。

パッケージの最適化（使用を削減したトン数）

2015 58,284

2014 45,805

2013 66,594

　
　ネスレは、使用済み包装資材のリサイクルやエ
ネルギー回収の取り組みを支援しており、環境上
の利点をもたらし、適切と考えられる場合はリサイ
クル資材を使用します。

環境サステナビリティ
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　私たちは、生物多様性にさまざまな意味で依存
していますが、とりわけ大きく依存しているのは、
ネスレが農場、森林や海から調達する原材料です。
ネスレは、2020年までに森林破壊を実質ゼロにす
るために、資源を結集し、責任ある調達の取り組み
を通じて農業従事者の環境パフォーマンス改善を
援助します。 

私たちの目標

 2015年までに、ネスレが周辺地域に与える影
響を改善するため、重要な水源近隣の全工場
で、改善プログラムを実施すること。

 2015年までに、12の主要カテゴリーの原材料
総量の30%が、『責任ある調達ガイドライン』の
要件に照らして評価され、適合していること。
あるいは、自然資本の保全のための改善計画が
実施されていること。

 2016年までに、12の主要カテゴリーの原材料
総量の40%が、『責任ある調達ガイドライン』
の要件に照らして評価され、適合していること。
あるいは、自然資本の保全のための改善計画が
実施されていること。

私たちの進捗状況

　重要な水域に依存している、あるいは影響を及
ぼす可能性のある工場を特定するため、引き続き
パートナーと協同しており、これらの拠点での事業
運営上の改善点について提言し、ステークホル
ダーとの関与を強化し続けます。

　ネスレは現在、各企業が自然環境に与える影響
と自然環境への依存度を測定し評価できるように
するため、自然資本プロトコルの策定に寄与してい
ます。ネスレは、最初の草案を試行している10社
のうちの1社です。また、ネスレ自体が自然資本に
与える影響の評価額を算出し、ケンブリッジ大学サ
ステナビリティ・リーダーシップ・インスティテュート

（CISL）の自然資本リーダーズプラットフォームを
通じ、2015年のイギリスの乳業部門における自然
資本の測定を援助しました。

ネスレの『責任ある調達ガイドライン』の要件に
照らして評価した主要カテゴリーの原材料総量の
割合（％）

2013

17%

2014

28%

2015

43%

森を含む自然資本を保全する

「ネスプレッソ」の農林業プログラム

　「ネスプレッソ」は、農林業を通じてコーヒー農家の気候変動に対する
抵抗力（レジリエンス）向上を支援しています。作物の間に樹木や低木
を植えれば土壌浸食対策になり、より持続可能な土地利用ができます。
NGOのPur Projetと協力してグアテマラとコロンビアでこのアプローチを
試験運用し、ネスレの技術者が植樹活動の調整と評価を援助しました。
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　ネスレは、社員、取引先、その他関係する人々の基本的人権を尊重して事業を運営します。この
人権尊重は『ネスレの経営に関する諸原則』の中核であり、また国連の指導原則報告枠組みにも
沿っています。

人材、人権とコンプライアンス
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事業運営とサプライチェーンに
おける人権への影響を評価し
対処する

主要なカテゴリーにおける
児童労働を根絶する

　ネスレは、あらゆる形態の児童労働搾取に反対
します。ネスレは、ステークホルダーと協力して意
味のある解決策を立案し実施しながら、サプライ
チェーンにおける児童労働を防止し根絶します。
包括的なモニタリングと改善要請活動を実施し、
対象を絞った支援を現地コミュニティに提供します。

私たちの目標

 2015年までに、カカオ、ヘーゼルナッツとバニ
ラのサプライチェーンにおける児童労働を減
らすための行動計画を完遂すること。児童労働
行為について6万人の農業従事者に研修をし、
60の学校を建築または改修し、児童労働モニタ
リングと改善要請の仕組みを80%の協同組合
で導入（2016年までに100%）すること。

 2018年までに、12の主要な原材料カテゴリー
のすべてで児童労働リスク評価を完了し、児童
労働をモニターし、その発生を低減するための
責任ある調達戦略を導入すること。

私たちの進捗状況

　ネスレの児童労働モニタリングと改善要請
システム（CLMRS）は、ネスレのカカオのサプライ
チェーンにおける児童労働を特定し、根本原因の
把握と適切な対応策の立案に役立つ仕組みです。
2015年末までに、CLMRSは40のカカオ農業協
同組合（ネスレに供給している組合の50%）をカ
バーしました。同時に、44,617名の農業従事者と
120,067名のコミュニティメンバーの児童労働
に対する意識が高まりました。バニラとヘーゼル
ナッツの農業協同組合もすべてカバーされてい
ます。

　2015年、ネスレは国際労働機関の児童労働プ
ラットフォームの一員として児童労働と闘うという
コミットメントを維持し、児童労働問題のリスクの
高いカテゴリーや国で重点的に継続して行動計画
を実施しました。

40
CLMRSの対象となるカカオ農業
協同組合の数

　ネスレは、人権尊重がネスレ事業において最も
重要と位置づけられるよう、事業活動における人
権尊重に関するリスクを継続的に見直し、モニター
し、対応していかなければなりません。人権に関す
る国際基準を堅持し、国連のビジネスと人権に関
する指導原則に合致したネスレの方針を継続的に
一貫して適用することにより、ネスレのすべての
ステークホルダーにプラスの影響を与えることが
できます。

8,130 名
FTSE4Good企業として重視
する9カ国で人権に関する研
修を受けた社員数

私たちの目標

 2015年までに、FTSE4Good企業として重視
するすべての国を網羅し、業務における人権尊
重に関するリスクを減らすため社員を研修する
こと（FTSE4Goodは、ロンドン証券取引所の株
式市場における倫理的投資の指標で、世界的に
認められた企業責任の基準を満たす企業につ
いて、そのパフォーマンスを客観的に測定する
ものです）。

 2015年までに、ネスレの『責任ある調達ガイド
ライン』で指定する全12カテゴリーで人権を尊
重すること。

 2016年までに、11の重要度の高い人権リス
クについてそれぞれ行動計画と目標を立案す
ること。

 2018年までに、ネスレが大々的に事業展開し
ている国々において、さらに6件の人権影響評
価を実施すること。

私たちの進捗状況

　過去5年間にわたり、さまざまな国のバリュー
チェーン全体で人権デューデリジェンスプログラ
ムを展開してきた経験から、ネスレは人権に関す
る優先課題が何であるべきかについて理解を深
めました。これらの優先課題は主として、サプライ
チェーンの複雑さや事業展開する国々の多様性
といった、ネスレの事業活動の性質と範囲を基準
に決定されます。しかし、優先課題の決定におい
て何よりも重視されるのは、ステークホルダーに
及ぼしうる影響の重大度です。

　ネスレは、統合的なアプローチで、人権デューデ
リジェンスプログラムを通じたパフォーマンスにつ
いて報告をします。また、ネスレは国連の指導原則
報告枠組みを早期採用した企業の1つでもありま
す。その結果、以下の11の顕著な課題（企業の活
動や取引関係を通じて、ステークホルダーに最も
重大な悪影響が及ぶリスクのある人権に関する課
題で、したがって最も対応が必要な重要な課題と
なるもの）を特定しました。　 

ー 結社と団体交渉の自由 
ー 労働時間 
ー 労働者の住宅と基本的ニーズへのアクセス
ー 安全と健康
ー 生活賃金
ー データ保護とプライバシー 
ー 児童労働
ー 強制労働
ー 土地取得 
ー 水と公衆衛生へのアクセス
ー 苦情処理システムへのアクセス

　国連の指導原則報告枠組みに則った包括的な
報告については、『Nestlé in society 共通価値
の創造』の完全版を参照してください。 

　水産物のサプライチェーンにおける労働と人
権侵害に関する懸念が高まっている現状と、この
ような習慣を根絶するためのネスレのコミットメ
ントを受けて、ネスレはタイで調達される水産物
に関する行動計画を発表しました。この計画に
は、労働者を虐待から守るための一連の行動が含
まれています。

　2015年には、FTSE4Good企業として重視す
る9カ国で、人権に関する研修を8,130名の社員
を対象に行いました。この結果、2011年以降に
研修を受けた社員数は66カ国、72,778名に達
しました。ネスレの12の主要な原材料カテゴリー

（カカオ/コーヒー/乳製品/魚、シーフード/ヘー
ゼルナッツ/食肉、鶏肉、卵/パーム油/パルプと紙/
シアバター/大豆/砂糖/バニラ）のすべてがネスレ
の『責任ある調達ガイドライン』の人権条項の適
用対象になっており、一部にはさらにカテゴリー
固有の人権条項があります。2015年には、人権
影響評価を2カ国で実施しました。ネスレの管理
が及ばなかったため、エジプトとサウジアラビア
では計画されていた評価を実施できませんでし
た。その結果、2015年の当初目標を完全に達成
することができなかったため、期間を延長してこ
れらの評価と他の残りの評価を実施できるよう、
2018年の新たな目標を設定しました。

  達成済

  進行中

  未達成

  新たな目標
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腐敗と賄賂に対抗する 認証を受けた
安全衛生マネジメントシステムで
ネスレの全社員を守る

全社員とステークホルダーが
コンプライアンス違反の疑いを
容易に報告できる体制を構築する

　ネスレは、すべての事故は予防できると考えてお
り、社内の安全文化の醸成に努めています。怪我と
職務関連の疾病をゼロにするというのは非常に
高い目標ですが、「安全衛生ロードマップ」のもとで
目標に向かって前進しています。社員が自身の健
康について十分な情報に基づいて意思決定ができ
るような支援もしています。

私たちの目標

 2016年までに、ネスレの全社員をカバーした、
OHSAS 18001:2007の認証を受けたしっか
りとした安全衛生マネジメントシステムを整備
し、安全衛生の保護が全事業にわたって均一な
レベルであること。

 
私たちの進捗状況

70 %
認証を受けた安全衛生マネジメ
ントシステムのあるネスレ拠点
の割合

　2015年末の時点で、英国規格OHSAS 18001
の認証を受けた安全衛生マネジメントシステムが
導入されているネスレ拠点の割合は70%に達しま
した。ネスレの人事チームは、「生産部門にとどまら
ない安全衛生」を推進し、営業や事務系部門での
コンプライアンス向上を図っています。また、管理
職の能力向上のため、リーダーシップ研修プログ
ラムを導入しました。今年、「ネスレ社員の健康の
ための枠組み」が承認され、各国のネスレでは現地
の健康戦略をこのグローバルな枠組みに整合させ
る取り組みをすでに始めています。

　ネスレは、事業全体で業務遂行の最高水準を
満たすことを目指しています。ネスレはあらゆる
形の腐敗に立ち向かい、誠実さを損なう可能性に
は断固として対処し、直ちに排除します。

私たちの目標

 2015年までに、腐敗防止プログラムを強化し、
すべての市場と事業に伝えること。社員が自ら
に求められている役割を理解するため新たな
コンプライアンスに関するeラーニングを開始
すること。

 2016年までに、さらなる強化が必要な市場と
事業で、現地腐敗防止方針の実施手順を採用す
ること。

 2017年までに、コンピューターにアクセスでき
る全社員がコンプライアンスに関するeラーニ
ングを完了すること。

私たちの進捗状況

　ネスレのCARE監査プログラムにより腐敗防止
過程のモニターが可能になっており、社員は完全
性報告システムを通じて不正行為を報告するよう
奨励されています。私たちが把握している限り、
2015年にはネスレに対して腐敗行為が公的に指
摘された事例はなく、私的な賄賂に関する内部告
発が10件確認されました。

22,729名
腐敗防止の研修を受けた
社員数

　2015年には、新設および既存のオンライン講座
で22,729名の社員が研修を受け、うち6,568名

（29%）が管理職でした。2016年は、年間を通じ
て新しいオンライン研修を世界各地で拡大し、現地
市場の状況に合わせて適応させます。

　『ネスレの経営に関する諸原則』は、譲ることの
できないネスレの事業運営基盤として、強いコン
プライアンス文化に対する私たちのコミットメン
トを反映しています。私たちは『ネスレ考働規範』
と『サプライヤー規約』を通じて、不適切または違
法と考えられる事例や行為があれば報告するよう
社員、サプライヤーとステークホルダーに奨励し
ており、正当であれば報告の評価と調査を行い、
適切に対応します。

私たちの目標

 2015年までに、各市場のネスレが「ネスレ完全
性報告システム（内部苦情処理の仕組み）」また
は同等のシステムを100%運営し、企業が懸念
や苦情に対処する過程の概要を述べた情報を
社員に公開すること。

 2015年までに、外部苦情処理システムであ
る‘Tell Us’に関するコミュニケーションを、
ネスレが特定した第1段階の国々だけでなく
ネスレ ニュートリション製品の5,000のサプラ
イヤーと1,000の下流部門のビジネスパートナー

（販売業者など）にも拡大すること。

 2016年までに、秘密厳守の報告ラインがある
という認識を組織全体で強化すること。

 2016年までに、‘Tell Us’に関するコミュニ
ケーションをサプライヤーや下流部門のビジネ
スパートナーと第2段階の国 （々追加の20カ国）
に継続的に拡大すること。

私たちの進捗状況

　ネスレの内部システムがネスレ市場の100%
で導入され、全社員に懸念や苦情に対処する過
程の概要を示しました。透明性を高めるため、違
反に関するメッセージや対象者の数を『Nestlé 
in society 共通価値の創造』の完全版（インター
ネットで閲覧可）で公表しています。

　サプライヤーには、『サプライヤー規約』を通し
て‘Tell Us’システムについて知らせています。
12カ国以上の第1段階の国々で1,000の下流部
門のビジネスパートナーにもこのシステムについ
て伝えました。2015年末までに5,000のサプライ
ヤーに情報を伝えました。

人材、人権とコンプライアンス
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社員の男女比バランスを向上する

『マタニティー保護方針』を
新たに導入
　ネスレのグローバルな『マ
タニティー保護方針』は、男性
社員や養父母も含めて、新生
児の主たる育児者に適用さ
れます。14週の有給育児休暇

（6カ月まで延長可）、母乳育
児を支援する職場環境、職場
での健康保護、雇用保護と差
別排除、柔軟な勤務体系など
を定めています。この方針は
2018年までに全面的に履行
されます。

『ネスレの経営に関する諸原則』、
栄養、環境サステナビリティに
関する研修を社員に実施する

　ネスレの事業とサプライチェーン全体における
ダイバーシティは真の資産であり、奨励し育成すべ
きものであると私たちは考えています。男女比
バランスに関するネスレの取り組みは、特に幹部と
管理職に重点を置き、あらゆる階層で改善を進め
ています。厳格な後継者育成プロセス、明確な育成
計画、無意識の偏見に関する研修を実施し、進捗達
成しています。

私たちの目標

 2018年までに、女性管理職と幹部（各市場の経
営メンバーと本社における重要な役職）の割合
を毎年高められるよう、ネスレの職場環境でそ
れを可能とする状況を創造し、男女比のバラン
スが取れた企業になっていること。

私たちの進捗状況

リーダーシップ職に占める女性の割合（%）

2013

31.1%

2014

33.7%

2015

34.0%

　2018年の目標達成に向けて順調に進んでいま
す。2015年末の時点で、3,058名の社員（2014
年のプログラム開始以降の累積）が世界の80名以
上の講師から、無意識の偏見に関する研修を受け
ました。この研修は、リーダーシップ、マーケティン
グと営業、人事、研究開発と技術管理などの本社研
修プログラムに組み入れられており、中東、インド、
北欧では各地のリーダーシップ研修に統合されて
います。

　2015年6月、ネスレは国際労働機関（ILO）の
母性保護条約に則った全社的な『マタニティー保
護方針』を導入しました。2018年までに最低限
の基準を履行します。この方針により、世界各地
のネスレ拠点において社員への支援が改善される
ことが期待されます。

　ネスレが提供する研修は、社員が健康的でバラ
ンスのとれた食事を取り入れ、自身のキャリア開
発、環境目標への貢献と事業目標の達成に役立つ
ように設計されています。2014年末に、ネスレの
国際研修センターの全コースに共通価値の創造に
関する研修を組み入れました。今後は、『ネスレの
経営に関する諸原則』に関する研修を同様に組み
入れることを目指します。

私たちの目標

 2015年までに、ネスレの全社員が栄養指数
（NQ）基礎モジュールの研修を少なくとも1回
受講すること。

 2016年までに、ネスレの全事業所で新入社
員オリエンテーションプログラムに栄養指数

（NQ）トレーニングを組み入れること。

 2016年までに、環境意識に関する研修をすべ
ての国で実施すること。

 2017年までに、ネスレの国際研修センターの
全コースと、全社員が受講できるeラーニングに

『ネスレの経営に関する諸原則』を完全に組み
入れること。

私たちの進捗状況

　NQ基礎モジュールに関する研修を全社員に受
講させるという目標に向けて進捗し、2015年末ま
でに社員の94.4%（2007年以降の累積）が受講し
ました。また、このコミットメントを、すべての合弁
事業と社員の就業や入社時の取り組みにまで広げ
ました。

NQ基礎モジュールの研修を受けた社員の割合 （%）

2013

70%

2014

90%

2015

94.4%

　環境意識に関する研修を、ネスレが事業展開す
る国の74%で実施しました。4,000名以上の社員
がeラーニングコースを無事修了し、 ‘We make 
Nestlé Resourceful’（ネスレの資源をより豊かに
する）リーダーシップワークショップをオーストラリ
ア、ブラジル、中国、ドバイ、マレーシア、メキシコ、
パナマ、フィリピン、スペイン、スイス、米国とベネ
ズエラで開催しました。
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フランスにおけるNestlé needs YOUthイニシアチブ

　フランスでの若者の高い失業率（現在は24.4%）問題に取り組むため、
ネスレは3つの社員ボランティアプログラムを立ち上げました。水曜日の
ワークショップでは、毎月最大40名の失業中の若者にコーチングを提供、
一方でNGOのEnergie Jeunes（若いエネルギー）との協力で運営する

‘学業専念’スキームを通じて、ボランティアが2,300人以上の子どもたち
に学校に通い続けるよう働きかけました。別のNGOであるUn Stage et 
Après（インターンシップとその後）と協力して、フランス全土のネスレの
事業所と工場が毎月平均10名の学童を招いて‘発見の1週間’を開催しま
す。子どもたちは、‘発見の1週間’を通じて職場を体験し、自分の可能性を
発揮するよう触発されるのです。

事業全体において
グローバルユース・イニシアチブ
を実施する

　若者の失業率が高い中、ネスレは政府当局や教
育部門と連携しながら、世界各地でエンプロイアビ
リティ（雇用適性）の養成や雇用創出の推進に取り
組んでいます。次世代を担うネスレのリーダーを募
集し育成することと、若年層の学生から社会人への
移行を支援することを目的に、若者のための取り組
みの対象範囲を世界に拡大しようとしています。

私たちの目標

 2016年までに、ヨーロッパの30歳未満の若年
層に1万の雇用機会と1万の実習生もしくは実
習生の枠を提供し、この年齢層の失業問題に取
り組むこと。

 2018年までに、南北アメリカ全域で2万4,000
の雇用機会と7,000の実習生、インターンシッ
プ、または研修生の枠を提供すること。

私たちの進捗状況

6,049
ネスレが若年層向けに
提供した雇用機会の数

　

　ネスレは今年、ヨーロッパ全域で6,049名の若者
に、常勤または臨時の就業機会を提供し、実習生お
よび研修生の制度を強化しました。

　Alliance for YOUthの取り組みには、現在まで
に約200企業が参加しています。ネスレが発足さ
せたこの取り組みにより、ヨーロッパの5万人以上
の若者が最初の1年間のうちに雇用もしくは実習
機会を得ました。2015年には、エンジー社とメトロ
社も汎ヨーロッパパートナーとして加入しました。

　現在、Nestlé needs YOUthプログラムを世
界的な取り組みに拡大しようとしており、南北アメ
リカでこの取り組みを導入し、2018年までに2万
4,000の雇用機会と7,000の実習生、インターン
もしくは研修生の枠を提供する予定です。アジア、
オセアニア、アフリカと中東についても同様の行動
計画を策定中です。

人材、人権とコンプライアンス



Nestlé in society 2015 41

グローバルパートについて

© March 2016, Nestlé S.A., Public Affairs

Nestlé S.A. 
Avenue Nestlé 55 
CH-1800 Vevey 
Switzerland
www.nestle.com/csv

解釈に疑問または相違が生じた場合、英語版が優
先します。

イタリック体または「 」で表記されたブランドは
ネスレグループの登録商標です。

視覚コンセプト/デザイン
Nestec Ltd., Corporate Identity & Design

（協力：Gavillet & Cie）

写真
Nana Kofi Acquah, Céline Clanet, Peter J. 
Coe, Sam Faulkner, Shiho Fukada/Panos 
Pictures, Catherine Gailloud, Nicolas 
Genta, Getty Images, Wollodja Jentsch, 
Christian Lamontagne/Cosmos, Valérie 
Lhomme, Mujtaba Hussain Shah, Qilai 
Shen/Panos Pictures, Alicia Vera, Daryl 
Visscher, Nestlé Historical Archives

挿絵
Helge Hjorth Bentsen

制作/ネスレ日本株式会社
マーケティング ＆ コミュニケーションズ本部
http://www.nestle.co.jp

 http://www.facebook.com/Nestle.Japan

2016年6月


